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論文要旨 

宇治川塔の島周辺は、宇治川最大の中州が形成されており、水生生物の貴重な生息場が形成されている。本報告では、

宇治川塔の島周辺に生息し、絶滅危惧種 I類に指定されるナカセコカワニナについて、個体数密度調査を行うともとに、

調査結果からハビタット評価手続きを用いた生息環境評価を実施した。この結果、ナカセコカワニナは調査範囲内におい

て広域に生息し、特に塔の島周辺では高密度に分布していた。また、河道整備など河床の攪乱等を伴う工事によって、本

種の個体数は一時的に減少するものの、工事完了後 3-5年で生息環境の改善とともに個体数密度も回復傾向を示した。本

傾向は個体数密度調査と物理環境調査結果から構築された HSIモデルとよく整合し、確立したハビタット評価手続きが宇

治川における本種の評価に有効であることが確認された。 

キーワード：ナカセコカワニナ、貴重種、絶滅危惧種、ハビタット評価手続き（HEP法）、生息環境評価

１．はじめに 

宇治川は琵琶湖を源とする淀川の通称であり、天ヶ瀬

ダム上流部から桂川・木津川合流部付近までの中流部を指

す。宇治川では令和 5 年 3月に完成した天ケ瀬ダム再開発

事業と連動し、大規模水害に備えた流下能力向上を目的と

して平成 30 年度まで宇治川の塔の島地区における河道掘

削や護岸強化等の河道整備事業が実施された。宇治川塔の

島地区は、歴史的な建造物などを有し景勝地としても有名

であるほか、宇治川最大の中州が形成されており、絶滅危

惧Ⅰ類に指定されるナカセコカワニナ（図－１）の生息地

としても知られている。本種は、琵琶湖水系にのみ分布す

るヤマトカワニナ種群に属し、河川の砂礫底を主な生息場

所とする 1)。近年では個体数激減、分布域の縮小により、

宇治川でのみ分布している状況である 2)。本河川整備事業

においては、本種の模式産地となった宇治橋上流部左岸側

を含む広域な生息場において河道掘削及び護岸整備が実施

されたことから、本種の生息環境への工事影響把握が重要

な課題となった。本報告では、平成 20 年度から平成 30

年度に宇治川塔の島地区から観月橋にかけての範囲で実施

されたナカセコカワニナの個体数密度調査結果を取りまと

め、得られた結果からハビタット評価手続き 3)を用いて宇

治川塔の島周辺を含む調査範囲内における本種の生息環境

評価を行った。 

図－１ 河床に付着するナカセコカワニナ 

２．方法 

２．１ 調査範囲 

調査範囲を図－２に示す。調査は平成 20 年度から平成

30 年度にかけて年 1 回の頻度で実施した。当該地区が景

勝地であることや調査範囲の流況等を考慮し、非出水期で

かつ観光等の閑散期である 10 月頃を実施時期とした。調

査範囲は宇治川塔の島地区の 51.8k を上流端とし、観月橋

周辺 44.8k までの 23 地区とし、調査範囲における整備事

業の実施状況等を踏まえて各年任意の 6～18 地区において

個体数密度調査及び物理環境調査を実施した。 
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観月橋周辺

隠元橋下流

塔の島周辺

赤枠破線は調査点が設置された範囲を示す。
 

図－２ 調査範囲 

 

２．２ 個体数密度調査 

各調査地区を代表的な環境（淵、平瀬、早瀬）に区分し、

区分毎に 3測線を設定した。なお、河川環境に大きな変化

が見られない場合（垂直護岸等）は、調査地区内を等間隔

に区切る等、適宜測線を設定した。各測線においてナカセ

コカワニナの好適水深を考慮し、水深 10cm、30cm、50cm

の 3点の調査地点を設けた。各調査地点において、25cm×

25cm のコドラートを設置し、ナカセコカワニナの目視観

察を行うとともに、コドラート内の個体採集と計測を実施

した。計測結果から本種を稚貝、幼貝、成貝に分類した上

で分布状況を取りまとめた。また、個体数密度調査と併せ

て各調査地点で水深、流速、水際からの距離、浮石率、河

床材料の物理環境調査を実施した。調査当該年度に工事対

象となる調査地区において、保全対策の一環として調査後、

調査地区内に生息するナカセコカワニナを可能な限り採集

し、上流部への移殖作業を行った。 

 

２．３ 生息環境評価 

平成 20年度から平成 27年度までの調査結果を基に、ハ

ビタット評価手続きを用いて生息環境評価を実施した。本

手法は評価対象である複雑で分かりにくい生態系の概念を

生物の生息環境（以下ハビタット）の「質」に置き換え、

ハビタットとしての適正を HSI（Habitat Suitability 

Index）という指標等を用いて評価する手法であり、魚類

4,5)、甲殻類 6,7)、二枚貝 8)、両生類 9)、鳥類 7,10,11)、昆虫類

9,12)など多様な生物種について構築され、生息環境評価に

用いられている。本報告では本種のハビタットの適合性を

示す適正指数 SI（Suitability Index）の算出に際しては、

河道整備事業や保護を目的とした移殖作業等の人為的な影

響がある地区および期間を除いたデータを用いた。 

 

３．調査結果 

図－３にナカセコカワニナの平均個体数密度の推移を示

す。個体数密度は貴重種保護の観点から地点を明示せず、

調査範囲内の平均値として表記した。ナカセコカワニナは

調査範囲内において広域に分布することが確認された。平

均個体数密度は平成 20年度及び平成 22年度に高い値を示

し、平成 23年度以降も,特に塔の島周辺において、高密度

に分布することが確認された。 

調査結果をもとに各調査地区の個体数密度と水深（SI1）、

流速（SI2）、代表粒径（SI3）、浮石率（SI4）、横断河床勾

配（SI5）の 5 項目から SI モデルを構築した。構築した各

SIモデルを図－４に示す。 

構築した SI モデルを用いてナカセコカワニナの好適環

境を推定し、紀平らの報告 2)と比較した（表－１）。その

結果、SI を用いた推定値は既往報告とよく合致した。こ

のことから今回構築した SI モデルは各環境項目に対する

ナカセコカワニナの応答特性をよく表現しているものと判 
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図－３ 調査範囲内におけるナカセコカワニナの個体数密度の経年変化 
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図－４ 個体数密度調査結果から構築されたナカセコカワニナの適正指数 SI 

 

表－１ ナカセコカワニナの最適生息環境 

全個体 親貝 稚貝

10～50cm
20～40cm

（130cmぐらいまでは生息する
が、200cmには生息しない）

20～60cm/s 20～60cm/s 20～50cm/s 20～40cm/s

－

浮石状になっている

粒径
【代表粒径】

粗礫（50～100mm）
～中石（200～500mm）

【代表粒径】
粗礫（50～100mm）

～小石（100～200mm）

【代表粒径】
粗礫（50～100mm）

～中石（200～500mm）

大小の礫（細礫（2-20mm）、
中石（200～500mm）の混合）

砂（0.075～2mm）
～粗礫（50～100mm）
で適性指数SIが高い

最大
河床材料

小石（100～200mm）、中石
（200～500mm）で適性指数
SIが高い

小石（100～200mm）で適性
指数SIが高い

小石（100～200mm）、中石
（200～500mm）で適性指数
SIが高い

－

－

浮石率 40%以上（浮石状であること）

河床材料
最小

河床材料

砂（0.075～2mm）～中礫（20～50mm）
で適性指数SIが高い

※但し、細粒分（砂、細礫、中礫）の占有率が高くなるに従い適性指数SIは低くなる

横断勾配 緩傾斜を好む。（<1/4≒<14°）

流速

項目
SIモデルより求められた最適生息環境 備考

文献（紀平ら、2004年）
最適生息環境

水深 20～50cm

 
 

断した。次に、得られた SI1～SI5 から HSI モデル（数式

①）を作成した。SI モデルの結合においては、SI モデル

で示すいずれの環境要因も、その環境が棄損された場合の

本種への影響が大きいことを鑑み、幾何平均法を採用した。 

 

HSI=(SI1×SI2×SI3×SI4×SI5)1/5・・・数式① 

 

 図－５に本式を用いて 11 箇所の調査範囲内で実施され

た 17 回の工事における工事前後の HSI の推移を示す。17

の工事のうち 12 のケースにおいて工事が実施された翌年

度に HSIが低下する傾向が示された。 

 

４．考察 

本報告において構築した HSI モデルは工事と高い関連性

を示し、工事箇所では多くの場合 HSI が低下した。一方で、

塔の島地区での河川整備事業は、平成 23 年度から下流区

間を皮切りに順次実施されてきたが、この間に塔の島周辺

におけるナカセコカワニナの平均個体数密度に著しい変動

は確認されなかった。これは、工事範囲が毎年異なるため

調査範囲における工事影響が分散したこと、さらに工事完

了後の回復過程を経ることにより、調査範囲において十分

な個体数密度が維持されたと考えられる。また、河川での

工事に際しては、保全措置として河道整備の各工事箇所に

生息するナカセコカワニナを工事実施前に可能な限り採集

し、塔の島地区上流部の人為的影響のない調査地区へ移殖

しており、移殖地で形成された本種の個体群からの供給と、

流下地点での定着も個体数密度の回復に寄与していると考

えられる。 

各調査地区の本種の個体数密度と調査で確認された稚貝、

幼貝、成貝の比率をナカセコカワニナの再生産に置き換え 
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図－５ 工事実施前後における HSIの変化 

 

ることにより、個体数密度の回復に関わる評価基準（表－

２）とし、工事影響との関係を STEP1 から STEP4 に整理し

た。図－６に評価基準を基にした各工事箇所におけるナカ

セコカワニナ生息状況の回復度と各 STEP への到達年数を

示す。この結果、ナカセコカワニナは河道整備工事により

一時的に個体数を減少させるものの工事後、概ね 3-5 年で

生息状況が回復する傾向を示した。 

図－７に保全上、最も重要視された本種の模式産地であ

る宇治橋上流左岸側における個体数密度と HSI の経年変化

を示す。本箇所では、平成 23 年から平成 26 年にかけて継

続的な工事が実施された。工事期間中、一時的に本種の個

体数は大きく減少した。これは工事による環境改変の影響

や都度実施した保護による個体の工事範囲外への移殖によ

るものと推定された。工事完了後、当該地区ではナカセコ

カワニナの好む浮石等で構成された流れのある浅場が徐々

に形成され HSI が上昇傾向を示した。HSI 上昇に若干遅れ

ながら追随して個体数密度も回復傾向を示し、工事完了後

3 年が経過した平成 29 年度調査では工事前の個体数密度

とほぼ同等まで回復した。本傾向は HSI の変化が示す生息

環境形成と個体数密度回復の関係をよく表現していた。 

今回構築されたハビタット評価手続きは、宇治川塔の島

周辺におけるナカセコカワニナの分布状況と生息環境及び

河道工事等の外的要因との関連性をよく表現しており、本

種の生息環境評価において有効な評価手法であることが明

らかとなった。 

 

５ ． あ と が き  
今回構築したモデルにより、宇治川塔の島周辺における

ナカセコカワニナの生息環境を正確に評価することが可能

となり、今後貴重種ナカセコカワニナの生息場である宇治

川塔の島周辺での環境保全や持続可能な河道整備事業等に

おいて有効活用されることが期待される。 

 

図－６ 調査範囲内における河道工事後の 

ナカセコカワニナの回復傾向 
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図－７ 模式産地におけるナカセコカワニナの個体数密度

と HSIの推移 

評価 判断基準

1 再生産していること 稚貝が確認されること

2
稚貝、幼貝、成貝が確認さ
れること

稚貝が成長し、幼貝、成貝
が確認されること

3 毎年稚貝が確認されること 毎年稚貝が出現すること

4
目標

生息数が以前（工事前等）
と同等またはそれ以上であ
ること

生息密度が以前（工事前
等）と同等以上であること

STEP

0

2

4

6

8

10

0 1 2 3 4 5 6

累
計

箇
所
数

工事後経過年数

Step 3

Step 4

表－２ ナカセコカワニナ生息状況の回復基準 
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